
十
一
月
一
九
日
投
票
で

行
な
わ
れ
た
我
孫
子
市
議

選
挙
で
日
本
共
産
党
は
現

有
二
議
席
を
確
保
し
ま
し

た
。「
け
や
き
の
風
」
読
者
を

は
じ
め
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
の
市
議
選
は
定
数

二
十
四
に
対
し
て
、
新
人

八
名
を
含
め
て
二
十
九
人

が
立
候
補
し
ま
し
た
。
ポ
ス

タ
ー
の
張
り
出
し
や
ビ
ラ
配

布
、
宣
伝
カ
ー
な
ど
に
よ
る

激
し
い
選
挙
戦
と
な
り
ま
し

た
。岩

井
こ
う
候
補
は
四
期

一
六
年
の
実
績
と
経
験
を

も
と
に
、
今
度
は
手
賀
沼
の

浄
化
を
我
孫
子
の
シ
ン
ボ

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す

る
、
太
陽
光
発
電
の
公
共

施
設
へ
の
設
置
、
学
校
給
食

の
無
償
化
、
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
、
補
聴

器
購
入
へ
の
補
助
な
ど
を
掲

げ
激
戦
を
勝
ち
抜
き
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
船
橋
ま
さ
る
候
補
は

野
村
議
員
か
ら
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
を
見
事
果
た
し
当
選
し

ま
し
た
。

こ
の
日
本
共
産
党
の
二
議

席
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
要

求

を
議

会

に

届
け
、
そ
の
実

現
の
た
め
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

引

き
続

く
み

な
さ
ん
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い

致
し
ま
す
。

同
時
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん

の
要
求
実
現
の

た
め
に
は
議
会

内

の
論

戦

と

と
も
に
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声

と
運
動
が
一
つ
に
な
っ
た
と

き
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

要
求
実
現
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

よ
り
良
い
我
孫
子
市
政
・

住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え
る

我
孫
子
市
を
実
現
す
る
た

め
に
市
民
運
動
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
と
も
に
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）
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日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

け
や
き
の
風

「
世
界
で
最
初
に
飢

え
る
の
は
日
本
」
と
鈴

木
宜
弘
氏
（
東
京
大
学

大
学
院
教
授
）
は
言
う

▼
金
を
出
せ
ば
い
つ
で
も
輸

入
で
き
る
と
い
う
状
況
は
今

や
危
う
く
な
っ
て
い
る
と
し

①
異
常
気
象
で
干
ば
つ
や
洪

水
で
不
作
が
頻
発
②
ロ
・
ウ

戦
争
で
世
界
の
穀
倉
と
言
わ

れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
耕
地
が

破
壊
さ
れ
て
い
る
し
、
世
界

第
二
の
小
麦
生
産
国
イ
ン
ド

は
自
国
民
を
守
る
た
め
に
小

麦
・
米
の
輸
出
を
禁
止
、
ロ

シ
ア
は
敵
国
日
本
に
は
輸
出

し
な
い
③
経
済
成
長
著
し
い

中
国
は
高
値
で
大
量
の
食
糧

を
輸
入
し
て
い
る
④
コ
ロ
ナ

禍
で
物
流
が
い
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
と
指
摘
す
る
▼
昨

年
の
日
本
の
食
料
輸
入
額
は

５
０
兆
円
に
増
大
（
６
兆
円

が
異
常
な
円
安
が
要
因
）
１

１
月
号
で
も
述
べ
た
よ
う
に

日
本
の
輸
出
力
は
衰
退
す
る

ば
か
り
で
、
輸
出
で
金
を
稼

ぐ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
。
２
１
・
２
２
年
だ
け

で
３
３
兆
円
の
貿
易
赤
字
、

今
年
も
上
半
期
で
２
．
７
兆

円
赤
字
で
あ
る
▼
食
料
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を
高
め

る
こ
と
は
国
の
安
全
保
障
の

最
大
の
課
題
。
自
給
率
を
高

め
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
日

本
共
産
党
の
「
農
政
の
提
言
」

を
政
府
は
き
ち
ん
と
受
け
と

め
る
べ
き
と
私
は
思
う

（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
一
時
的

な
攻
撃
中
断
は
さ
れ
た
も

の
の
、
再
度
激
し
い
ガ
ザ
攻

撃
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
子
供
な
ど
市
民
の

死
者
、
負
傷
者
が
出
て
い

る
報
道
が
次
々
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
は
悲
惨
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
が
ハ
マ
ス
の
攻
撃
に

対
す
る
「
自
衛
権
」
を
口
実

に
無
差
別
攻
撃
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
（
集
団
殺
害
）
を
進
め
て

い
る

こ

と
は
国

際
人
道

法
違
反

で
あ

り

戦
争
犯
罪
で
あ
る
と
糾
弾

し
、
国
際
社
会
は
ガ

ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

を
決
し
て
許
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
各
国

政
府
、
国
際
機
関
に

「
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と

即
時
停
戦
に
向
け

て
の
緊
急
の
行
動
を

と
る
こ
と
を
要
請
す

る
」
文
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

中
東
問
題
は
歴
史

的
な
経
緯
が
あ
り

複
雑
で
す
。
し
か
し
、

ハ
マ
ス
の
突
然
の
攻

撃
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
大
量

の
軍
隊
と
武
器
を
米
国
か

ら
調
達
し
な
が
ら
核
兵
器

使
用
ま
で
ほ
の
め
か
す
の
は

断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

Ｉ
・
Ｏ

手
賀
沼
を
我
孫
子
の

シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
、
国
民

健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
な
ど
を
掲
げ
激

戦
を
勝
ち
抜
く

岩
井
康
・
船
橋
ま
さ
る
、
そ
ろ
っ
て
当
選
！

―
―

公
約
実
現
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す

ガ
ザ
で
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
す
な

ガ
ザ
攻
撃
中
止
と

即
時
停
戦
が
必
要

ガザに展開するイスラエル兵
（イスラエル軍が４日公開の映像より）

11/19岩井・船橋両市議を囲み当選を祝い万歳する支持者

船
橋
候
補
は
野
村
議

員
の
バ
ト
ン
見
事
に

引
き
継
ぐ

我
孫
子
市
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
言
え
る

我
孫
子
市
実
現
に
向

け
市
民
運
動
を
盛
上

げ
て
い
き
ま
す

日
本
共
産
党
二
議
席

で
み
な
さ
ん
の
要
求

を
議
会
に
届
け
ま
す

岩井・船橋両市議花束を手にかたい握手



市
で
は
現
在
消
防
署
湖

北
分
署
隣
の
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
老
巧

化
の
た
め
、
湖
北
駅
南
口

ロ
ー
タ
リ
ー
の
焼
き
鳥

「
で
ん
す
け
」
並
び
の
ビ

ル
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

ビ
ル
の
内
装
な
ど
の
費
用

が
来
年
度
予
算
審
議
で
通

過
す
る
な
ど
の
期
間
を
考

え
る
と
早
く
と
も
来
年
の

７
月
以
降
の
移
転
と
な
る

模
様
で
す
。
合
わ
せ
て
来

所
者
の
駐
車
場
利
用
は
、

元
伊
勢
角
の
駐
車
場
利
用

券
を
発
行
す
る
計
画
と
か
。

①
一
般
家
庭
系

現
行
１
６
５
円
／
10
㎏

→

３
０
０
円
／
10
㎏

②
事
業
系

現
行
２
６
４
円
／
10
㎏

→

３
０
０
円
／
10
㎏

資
源
回
収
登
録
団
体
（
自

治
会
）へ
の
奨
励
金
見
直
し

①
空
き
缶
・
ビ
ン
・
古
紙
・

古
布
へ
の
奨
励
金

現
行
は
排
出
量
分
を
支
給

→

一
ヶ
月
一
世
帯
９
㎏
を

上
限
に
変
更
す
る

※
出
さ
れ
た
排
出
物
は
全

て
回
収
は
す
る

②
手
数
料
節
約
の
た
め
、

毎
月
支
払
い
を
年
２
回

（
10
月
・
翌
年
４
月
）
に

す
る

Ｉ
・
Ｏ

第２２７号 けやきの風 ２０２３年１２月

山
頂
の
稜
線
流
麗「

筑
波
嶺
は
眺
め
る
山
」
と
友
は
言
い
た
り

七
丁
目

山
野

美
津

他
国
よ
り
「
技
能
実
習
生
」
集
め
つ
つ

人
権
無
視
の

労
働
使
い
る五

丁
目

鈴
木

明

野
良
猫
の
今
際
の
眼
光
冬
の
畦

三
丁
目

松
永
美
穂
子

い
ま
わ

陸
奥
ス
ト
ー
ブ
列
車
す
る
め
焼
く

四
丁
目

松
風

彦
左

み
ち
の
く

日
陰
に
て
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
も
の
を
い
い

七
丁
目

山
里

歩

覚
え
て
な
い
健
忘
症
の
大
臣
等

四
丁
目

松
風

彦
左

十
二
月
の
初
め
、
青
空
に

つ
ら
れ
て
出
発
。
湖
北
台
九

丁
目
の
バ
ス
停
を
後
に
、
青

山
め
ざ
し
て
歩
く
。
我
孫
子

二
小
の
東
側
、
梶
池
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
敷
地
の
東
側
、
そ
し
て

常
磐
線
の
青
山
ガ
ー
ド
を
く

ぐ
り
抜
け
る
。
住
宅
地
を
通

り
、
高
台
を
目
指
す
。
コ
ン

ク
リ
に
囲
ま
れ
た
高
台
を
北

側
か
ら
南
へ
入
る
と
、
右
手

に
お
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
無

量
院
）
、
止
ま
っ
て
い
る
乗

用
車
の
脇
を
通
っ
て
行
く
と
、

そ
こ
が
八
幡
神
社
の
境
内
で

し
た
。
北
側
に
お
寺
、
南
側

が
神
社
。
ま
ず
、
八
幡
神
社

か
ら
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

南
側
は
青
山
台
の
住
宅
街
、

東
方
向
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
建
物
が

見
下
ろ
せ
る
見
晴
ら
し
の
良

い
場
所
で
す
。
こ
こ
は
、
青

山
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

台
地
の
一
番
高
い
場
所
で
し

た
。
八
幡
神
社
に
は
青
面
金

剛
や
二
十
三
夜
塔
な
ど
の
石

仏
、
常
夜
塔
な
ど
が
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
の
時
に
倒
れ

た
と
思
わ
れ
る
状
態
が
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寺
の
方
へ
戻
る
と
、
境
内
の

入
口
左
手
に
は
石
仏
が
数
体

あ
り
ま
し
た
（
写
真
）
。

「
無
量
院
の
創
建
年
代
は
不

詳
な
が
ら
、
境
内
に
は
正
和

元
年
（
一
三
一
二
）
銘
の
板

碑
が
あ
る
、
そ
れ
は
我
孫
子

で
は
柴
崎
神
社
境
内
出
土
の

永
仁
六
年
（
一
二
九
六
）

銘
板
碑
に
つ
ぐ
古
い
年

号
の
も
の
で
、
当
所
が

鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
在
地
領
主
の
拠
点
で

あ
り
、
祭
祀
の
場
所
と

も
な
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
指
標
と
見
て
よ
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か

（
我
孫
子
市
史
よ
り
）
」
。

も
と
竜
泉
寺
末
と
か
本

尊
が
十
一
面
観
音
と
さ

れ
て
い
た
の
が
、
何
時

の
頃
か
ら
か
、
不
動
明

王
に
代
っ
た
と
い
う
と

こ
ろ
も
興
味
の
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
天
気
の
良

い
日
に
周
囲
の
景
色
を

見
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
（
天
王
台
駅

北
口
か
ら
徒
歩
で
約
二
〇
分
）

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

青
山
八
幡
神
社

無
量
院
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

11
月
26
日
（
日
）
「
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」

が
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
市
長
以
下
各
部
長
が
出
席
し
、
居
住
者
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

星
野
市
長
か
ら
、
来
年
度
の
市
政
の
内
容
が

資
料
を
基
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
主
な
案
件
と
思
わ
れ
る
３
点
を
報

告
し
ま
す
。

◆
市
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

出
張
所
）
の
移
転
計

画
・
・

◆
「
ゴ
ミ
」
減
量
化
へ

の
改
定
・
・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

持
ち
込
み
手
数
料
の

改
定

◆
手
賀
沼
周
遊
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
に
「
電

動
自
転
車
」
を
導
入

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン

等
な
ど
で
無
人
貸
出

し
と
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ

ク
化
を
図
る
。

自
民
党
主
要
５
派
閥
が
４
０

０
０
万
円
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

の
収
入
を
政
治
資
金
収
支
報
告

書
に
記
載
し
て
い
な
か
っ
た
疑

惑
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
問
題

は
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

日
曜
版
が
１
年
前
に
ス

ク
ー
プ
し
て
い
ま
し
た
。

政
治
と
金
に
目
を
光
ら

せ
る
報
道
姿
勢
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
テ

レ
ビ
報
道
は
、
総
じ
て

政
治
と
カ
ネ
に
メ
ス
を

入
れ
る
姿
勢
で
な
く
残

念
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
注
目
さ
れ
た
の

は
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」

（
11
・
26
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
で
し
た
。

刑
事
告
発
し
た
上
脇
博
之
神
戸

学
院
大
学
教
授
の
「
単
純
ミ
ス

で
は
な
い
。
裏
金
に
よ
り
政
治

が
動
か
さ
れ
る
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
紹
介
。
星
浩
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
も
「
自
民
党
の
政

治
資
金
の
構
造
的
な
問

題
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
た
」

と
。
松
原
耕
二
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
が
「
政
党
助

成
金
を
導
入
し
、
企
業

団
体
献
金
は
や
め
よ
う

と
な
っ
た
の
に
二
重
取

り
が
続
い
て
い
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

「
形
を
変
え
た
企
業
献

金
」
「
政
治
資
金
の
抜

け
穴
」
と
い
わ
れ
る
政

治
資
金
集
め
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ヤ

ミ
に
、
各
局
総
力
挙
げ
た
報
道

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｈ
・
Ｈ

パ ー テ ィ ー の
闇 に 迫 れ


